
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月刊 よみうりだより 

対応 

(株)阿部新聞店の愛読者様へお届けするニュースレター 

令和元年12月 

第１６号 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【読売センター米沢の配達スタッフ紹介・我妻さん編】 

 

【仕事を始めたころは】 

南原地区は雪が多いので、一年目の冬の配達が大変でした。でもコツをつかんでからは 

それほど苦も無くできるようになりました。 

【この仕事を始めて嬉しいと思ったこと】 

 配達範囲が広く配達部数も多いのですが、最後のお客様の配達を終えた時の毎日の達成感が 

 とても心地良く感じるのが良いですね。 

【読者の皆さまに伝えたいこと】  

私はバイクが好きなので、バイクに乗れて運動にもなるこの仕事が好きです。私自身も南原地区 

に住んでいるので、地元の皆さまに新聞を届ける仕事を長く続けたいと思っています。 

現在お届けさせていただいている皆さまに、今後も配達を続けさせていただけると幸いです。 

  

古新聞活用のススメ 家庭編 その⑨

「 

「廃油処分は牛乳パックと新聞紙で行えます」 

 

皆さんこんにちは。代表の阿部です。 

いよいよ今年も残すところ一か月を切りました。新元号「令和」を迎えるなど、様々な出来事があった本年ですが、皆さんに

とって２０１９年はどのような一年でしたか？私の中では、ラグビーワールドカップがとりわけ印象に残っております。大会

期間中の新聞広告に「４年に一度じゃない」、「一生に一度だ」というキャッチフレーズが載っておりました。桜の戦士たちの戦

いぶりは、まさに「一生に一度」にふさわしく、日本中が感動と興奮に包まれました。その熱狂ぶりは我が家をも巻き込み、子

どもたちがテレビの前で「トラーイ」と言って、はしゃぎまわる姿は今年の楽しい思い出の一つになりました。ラグビーワール

ドカップも終わり興奮も少し落ち着きましたが、早速、来年にはもうひとつの「一生に一度」が待っています。私が生きている

うちにはもう行われることはないかもしれない、５６年ぶりの東京オリンピック開催。ラグビーワールドカップに負けないく

らいの熱狂が日本中と我が家を包みこむことを想像すると、２０２０年を迎えるのがワクワクしてきます。 

そんな私たちがあるのも皆さまのお陰です。今年も残すところあとひと月となりましたが、最後まで感謝の気持ちを忘れず

に走り抜けたいと思いますので、これからもお付き合いの程どうぞよろしくお願い致します。 

さて、今月のスタッフ紹介ですが、雨にも負けず、雪にも負けず、配達の終わりに幸せを感じる我妻さんのご紹介です。自己

紹介の中に書かれていますが、私にも分かりますその気持ち。一日の新聞配達の終わりに訪れる、なんとも言えない達成感と爽

快感。これはやった人にしか分かりません。その気持ちを是非一緒に味わってみませんか？方法は簡単です。当社で新聞配達を

するだけでいいのです。と、いうわけで、みなさんからのご応募お待ちしております！それでは我妻さんの自己紹介をどうぞお

楽しみください。 

 

 

名    前 

年   齢 

配 達 年 数 

配達エリア 

配 達 部 数 

この仕事を始めた 

キッカケ 

 
 

 

我妻 隆 

40代 

7年 

太田町・泉町・杉の目町・諸仏町・南原地区の一部 

約170部 

空き時間を利用して運動になる仕事を探していたとこ 

ろ、読売新聞の配達員募集のチラシが目に留まり応募 

しました。 

 

①牛乳パックに丸めた新聞紙を 

厚めに詰める 

②廃油を牛乳パックに流し込みます 

  （やけどに注意してください！） 

③新聞紙で蓋をします。最後に粘着 

テープなどでしっかり口を閉じます 

自然発火防止に新聞紙は水で濡らしてください 



 

 

  

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

鍛冶町の太
た

兵衛
へ え

のこぎりさんへ行ってきました 

やまちゃんとてっちゃん(スタッフの手塚)の社会科見学 第11回 

〇今日は読者の方から、「歴史の長い刃物店があるから取材をしてほしい」と 

ご要望をいただきましたのでお伺いさせていただきました。 

まず初めに事業内容を教えてください。 
 

刃物の販売・修理メンテナンスをしています。 

また、「まちなかゼミナール」や栄養大学の学生さんなどへ、包丁の研ぎ方や 

手入れの仕方の講習会も行っています。 

 

 

永井代表にお聞きしました♪ 

 

太兵衛のこぎり 
 

米沢市鍛治町4573 

TEL: 0238-23-7662 
 

<営業時間＞9時～19時  

＜定休日＞不定休 
 

【包丁研ぎ】 

1本700円～ 

 

 

                   

ベーカリー 

中村屋様 

 
 

米一牛肉店様 

 
 

阿部新聞店 

太兵衛のこぎり様 
 

〇創業されてから何年になるのでしょうか？ 
 

文献が残っていないので詳しいことはわからないのですが、私は16代目になります。 

創業後400年前後になると思います。 

私の先祖は、上杉藩直属の刀や鉄砲などの武器を作る職人として、 

上杉藩とともに新潟や会津から移住してきたのではと想像しています。 

一説によりますと、私のお店がある「鍛冶町」で武器の部品を作り、 

「鉄砲屋町(現在の米沢市中央周辺)」で鉄砲を作っていたのではという話もあります。 

米沢の大火ですべて焼けてしまい、詳しいことがわからないのが残念ですが・・・。 

〇上杉藩ゆかりの歴史のあるお店なのですね。その歴史あるお店を継ぐにあたり何か心に期するものがあったのでしょうか？ 
 

実は私が家業を継ぐことになったのは突然のことでした。私が学校を出て信用組合で働いていた時に父が亡くなりました。 

急きょ私が継ぐことになったのですが、父からは何も教わっていませんでしたので慌ててしまいました。 

もちろん包丁の研ぎ方も教わっていません。研ぎ方などは素人レベルで正しいやり方が分からず苦労しました。 

とにかく誰かに習わなくてはと思いまして、包丁生産が盛んな新潟へ出向きコツを聞いて回りました。 

そうこうしているうちに、だんだんと自分なりのやり方ができていきました。 

私が自信をもてるようになった出来事として忘れられないのが、東京築地の場外市場に行った時のことです。 

さばきのプロの方の前で包丁研ぎを見せた時に「そのやり方でいいですよ」と言われました。 

この時は本当に嬉しかったですね。 

 

〇サラリーマンから急きょ実家の刃物店の跡継ぎになったのですから、他人には 

伺いしれない苦労があったのですね。 

ご自身の研ぎ方を確立されてからは、お客様からも喜ばれているのではありませんか。 
 

はい、おかげ様で多くのお声をいただいています。 

その中でも「新品の包丁よりも切れますね」と言われ喜んでいただくことが多いです。 

工場生産の新品包丁の多くは、機械の性能の関係で刃先が微妙に厚くなっています。 

私の方では、お客様の主な使用方法やご希望などをお聞きしながらを研いでいきます。 

刃先がより鋭利になりますから、切れ味にご満足いただけるのだと思います。 
 

また、メンテナンス時は汚れやサビも取ります。新品同様キレイに仕上げますので 

「感動しました」と言われることもあるんですよ。 

〇感動したと言われたら、とっても嬉しいですよね。 

きっとお父様も喜んでいるのではないでしょうか。 

最後に永井さんからよみうりだより読者の方に伝えたいことがあれば教えてください。 
 

まずは今回を機に、当店を知っていただけたなら嬉しく思います。 

読者の皆さまの中には、お母様の形見の包丁や園芸はさみなど、愛着あるものを 

使っている方もいると思います。 

切れ味も見た目も新品同様になりますので、ぜひ一度ご連絡ください。 

また、「よく切れる包丁の研ぎ方」の講習会も行っていますので、ぜひご利用ください。 

 

メンテナンス依頼をいただいている刃物です 

保育園と小学校の給食で使用している包丁、 

高校の家庭科の授業で使用している包丁、 

職人さんが使用しているカンナです 

 

包丁の曲がりの確認などを行っています 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分で選んで好きに読めることが新聞の良い所ですね」 

「よみうりだより」に載っている読者の感想を読むと、「あ、あの人読んでるの

か～」とか、他の方の感想を読むのも面白いなと思っています。新聞のすべてを

読めなくても、見出しだけや小さな記事を自分で選んで好きに読める所は新聞

の良い所ではないかと思っています。 

 （万世町桑山 Ｋ様） 

 

🔶お客様からのお声 
 

よみうりだより11月号のご応募はがきから、たくさんのお声をいただきました。 

ありがとうございました(^-^) 一部ご紹介させていただきます♪ 

 

  Ｋ様、いつもお声をいただきまして

ありがとうございます。 

忙しくて新聞をじっくり読む時間が取

れない方も多いので、見出しを見て興味

ある記事だけを読む方も多いようです。 

実は私もその一人です(^_^;) 

 

 

「地域の情報や防災の豆知識が役立っています」 

よみうりだよりの発行、ご苦労様です。地域の情報や防災の豆知識、役立ってい

ます。雨等の時に袋入れありがとうございます。 

 （大町３丁目 Ｗ様） 

 

 

  Ｗ様、いつもよみうりだよりをご覧

いただきましてありがとうございます。 
先月掲載した防災豆知識は好評のようで

嬉しく思っておりました。これからも皆

様のお役に立てる記事を掲載していきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

「布団の間に新聞を入れるのを試してみようと思います」 

よみうりだよりを毎月楽しみにしています。新聞紙の活用は本当にためになり
ます。知らない事ばかりで驚く事ばかり・・・ 

押入れの湿気取り、布団の間に入れておくのを早速試してみようと思います。 

どれもなるほど“素晴らしい知恵”ですね。 

 （通町2丁目 Ｋ様） 

 

  Ｋ様、毎回お声をいただきまして、

ありがとうございます。 

新聞紙の吸湿力は強力ですので、きっと

押入れの湿気取りにお役に立てると思

います。 
新聞紙は定期的に交換してくださいね。 

 

 

「配達スタッフの皆さんの責任感が強い事に感銘しました」 

古新聞活用方法の使用など参考になりました。 
読売センター米沢の配達スタッフ紹介編を毎回見ていますが、配達スタッフの

皆さんの責任感が強い事に感銘しました。 
 （万世町桑山 O様） 

 

  O様、お声をいただきまして、あり

がとうございます。 

配達スタッフの方は本当に強い責任感

をもって仕事してくださっています。 

私たち社員からみても、とても心強く思

っております。 

 

 

「菅原さんから元気をもらいました」 

40年近くも前、菅原さん(11月号のスタッフ紹介)の近くに住んでいました。 

自転車の空気詰めをたびたびしてもらいました。いつも快く気楽にしてくださ

って嬉しかったことを思い出しました。お元気なようすをみて私も元気をもら

いました。 
 （広幡町成島 T様） 

 

  T様、毎回欠かさずお声をいただき

まして、ありがとうございます。 

菅原さんとお付き合いがあったのです

ね！この紙面を通じて再会が果たせた
ようで嬉しいです。菅原さんはとても元

気で、毎日頑張ってくださってます。 

 

 

「菅原さんのコレクションは懐かしいものばかりですね」 

配達スタッフの菅原さんの活動。ゼンマイ振り子の掛時計、万円クラスの一眼レ

フなど等、懐かしいものばかり。20世紀ミニ博物館を想わせます。 

冬季の配達、お体大切に頑張って下さい。 

 （大字笹野 S様） 

 

  S様、今回もお声をいただきまして、

ありがとうございます。 
実物をご覧になると、もっと感動します

よ(^-^) 実は紙面の写真は一部のも

ので、他にも多くのカメラなどをお持ち

とのことでした。 

 

 

  W様、ご意見をいただきまして、あ

りがとうございます。 

W様のはがきを拝見しまして、今月号の 

「古新聞活用のススメ」は少し詳しく

お伝えしました。①と④の件は検討さ

せていただきます。 

 

「古新聞活用の道具の作り方も紹介してください」 

防災編の古新聞活用、①のスリッパと④の手作り食器の作り方も紹介していた

だけると嬉しいです。本当にいつ災害になるかわからない時代になってきてい

るのだと思います。 

 （成島町2丁目 W様） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒992-0012 米沢市金池 1-5-36 

TEL 0238-23-2281 
 FAX  0238-24-4370 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

読売センター米沢 
 

 

 

応募方法 
 

左記の申込書にご記入の上、点線より切り取って

官製ハガキに貼ってお出し下さい。 

 ＜おはがきでのお申込み限定となります＞ 
(ご記入いただきました個人情報は厳重に管理いたします。 

また、外部への開示や提供はいたしません)  

 
応募締切：12月20日到着分まで 

景品お届け時期：12月21日以降から順次お届けいたします 
  

 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【今月のクイズ】 
 

12月22日は冬至です。冬至にはゆず湯に入り、「〇〇ちゃ」を食べ

る風習がありますね。そこで問題です！冬至の日は何を食べると

良いといわれているでしょうか？ 
 

答え：〇〇ちゃ 
 

「〇」に当てはまる言葉を書いてください  
 

 

           

男 女

実名OK

住所

電話番号

　　　　丸を付けて下さい

氏名

上記の内容を「よみうりだより」に掲載してもよろしいですか?

イニシャルならOK 匿名希望

(金池1丁目山田様)　(金池1丁目Y様)

【ご意見ご感想なども書いていただけると嬉しいです】

答え：              
                                                                                   

ちゃ 〇〇 

下記のクイズにお答えいただいた方抽選で５名様に 

箱根駅伝ベンチコート(非売品)プレゼント！ 

🔶よみうりだより読者プレゼント！ 
 

 

クイズのヒント：こちらです⇒ 

 

 

【12月の新聞購読料の集金】年末繁忙期のため、12月15日より開始いたします。 よろしくお願いいたします。 

【12月の新聞休刊日】12月9日(月)です 【よみうりだより1月号】 1月5日(日)発行予定  

 

読売新聞オンラインでは、様々なサービスがご用意されています♪ 

保健所さんから里親募集のご案内です。 

写真以外にもネコちゃんがいますので、 

お気軽にお問合せください。 
 

【次回講習会】12月19日(木) 

【お問合せ】置賜保健所生活衛生課 0238-22-3750 
 

  

 

【編集後記】  

11月22日(金)の朝刊に「米沢の魅力発信♪ 小野川に行こう♨」のチラシを折込みましたが、ご覧いただいたでしょうか？ 

一人でも多くの方に小野川温泉街に足を運んでいただけると嬉しく思います。 

さて、今年最後のよみうりだよりの発行となりました。今回もご覧いただきましてありがとうございました。来年はより

一層、皆さまにワクワク楽しめる企画を実施していこうと考えております。来年もよろしくお願いいたします。(山田 誠) 

 

読売新聞社が共催する第96回東京箱根間

往復大学駅伝競走の開催が近づいてきま

した。これを記念した応援グッズ、ミズノ

社製の「箱根駅伝ベンチコート」です。 

年齢：高齢 メス 

毛色：サビ 目がほとんど 

見えませんが人好きです 

年齢：高齢 オス 

毛色：白黒 大人しい性格 

で撫でられるのが好きです 


